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研究成果の概要（和文）：本研究は北陸新幹線鉄道沿線の居住環境について，開通直後の生活環境の現状を把握
するための社会調査を実施し，1,022件（回収率51.6%）の回答を得た。騒音レベルと社会反応の関係性を検討
し，騒音アノイアンスについては，回答者群を車速と在来線の有無で分類した比較により既設在来鉄道の有無が
反応に影響していることが示された。オッズ比でみた場合もその影響は有意であり，音への敏感さも有意に影響
することが示された。生活活動妨害では在来鉄道が並走している地域の回答はどの妨害感においても騒音レベル
による反応は小さい結果であり，在来鉄道のない地域では騒音レベルと妨害感の高低に関連がいくつかみられ
た。

研究成果の概要（英文）：This survey was conducted in November 2016, one year after the opening of 
the Hokuriku Shinkansen Line. Questionnaires were distributed to the inhabitants of 20s and the 
older living in detached houses along the railway in Ishikawa and Toyama prefectures by mailing 
method. We selected 1,980 households for survey cooperation and got 1,0022 responses. The main 
question items were as follows: housing and living environments, transportation facilities 
(including noise and vibration), lifestyle habits and individual factors. We examined the 
relationship between noise and community responses. Annoyance caused by respondents in area without 
conventional railway was significant higher than that in other area. Evaluation of falling asleep 
disturbance and dissatisfaction of opening window were also influenced by existence of conventional 
railway in residential area.
We are planning to investigate the combined effects of noise and vibration in the future.

研究分野：建築環境工学
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様	 式	 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
 
	 1964 年に世界で最初の高速鉄道である東
海道新幹線が運行を開始して以来，新幹線鉄
道網は日本を縦断するように拡充・整備され
てきている。新幹線鉄道の拡充は生活の利便
性を向上させたが，高速であるが故に発生す
る騒音や振動，高架橋による日照障害など生
活環境に及ぼす負の側面も伴う。また，台湾
で新幹線鉄道が 2007 年に開通したり，イン
ドやアメリカ（日本経済新聞 2014年 9月 28
日朝刊）など世界への進出の可能性を踏まえ
ると，将来的には新幹線鉄道による騒音・振
動問題などの生活影響は国内の問題だけで
なく国際的な問題としても捉える必要性が
生じる。 
	 これまでの新幹線鉄道騒音による居住環
境への影響を検討する国内の研究動向は社
会調査によるものが主であった。例えば，曽
根ら 1)は東海道と山陽新幹線沿線地域を対象
とした最初の社会調査研究の成果を示し，田
村 2)は新幹線騒音と在来線騒音の社会反応を
比較し，同じ騒音レベルでも新幹線騒音の方
が在来線騒音よりも不満訴え率が大きいこ
とを示した。横島ら 3)は新幹線による振動の
不快感のパスモデルを構築し，振動の不快感
に影響する要因を示した。これらは，いずれ
も開通後の調査であり，開通前後の変化を捉
えた研究はほとんどみられない。 
	 開通前後の居住環境の住民評価を得るこ
とができれば，将来的に新幹線鉄道を新設す
る際の配慮すべき事項を事前に挙げること
が可能になるため，計画時から新幹線鉄道と
その沿線の居住者との最適な関係を検討で
きると考えたのが本研究の着想に至った経
緯である。申請者らは北陸新幹線が 2015 年
3 月に開通することに着目し，石川県におけ
る北陸新幹線鉄道沿線居住地区において開
通前の社会調査を実施した。これにより，本
研究を実施すれば北陸新幹線鉄道の沿線居
住環境を開通前後で比較可能となった。事前
調査では950件もの生活環境に対する回答を
得ており，生活環境に関する全体の評価（変
化）を捉えることが可能である。また，長野
新幹線沿線での居住環境調査からは振動レ
ベルが高い方が騒音のアノイアンスも高い
ことを確認した。さらに，申請者らは新幹線
騒音の不快感が他の交通騒音に比べて振動
の影響が強いことを報告しており，騒音の不
快感に対する騒音と振動の相乗効果に関す
る定量的な検討がなされれば，新幹線鉄道と
住宅の適切な関係（住宅の位置関係や住宅性
能など）を具体的に示す一助となる。 
 
２．研究の目的 
 
	 本研究の目的は，北陸新幹線鉄道が 2015
年 3月に開通することに伴う居住環境の変化
を捉えることにより，今後開通する他の新幹
線鉄道沿線の居住環境で生じる影響の予測，

施すべき具体的な対策の知見を得ることで
ある。 
 
３．研究の方法 
	
	 平成 27 年度は次年度の北陸新幹線沿線の
居住環境に関する社会調査の実施に向けた
予備調査と騒音・振動の相乗効果に関する予
備実験を実施する。	
	 平成 28 年度には開通１年後の沿線居住環
境において石川県の住宅を対象に社会調査
と騒音と振動の実測調査を行う。また，前年
度の予備実験の成果を踏まえて本実験に取
りかかり，社会調査で得られた結果との照合
のために，騒音と振動それぞれに対する反応
への相乗効果を定量的に検証する。最終年度
は，事前調査と事後調査のデータ比較を通し
て，新幹線鉄道の開通に伴う生活環境への影
響要因を抽出すると共に，社会調査結果と実
験結果との関連性についても整理し，学会発
表と社会への発信を行う。	
	
４．研究成果	
4.1 社会調査	
a)アンケート結果	
	 社会調査は 2016 年 11 月に石川県と富山県
の北陸新幹線鉄道沿線の戸建て住宅の居住
者を対象に行った。石川県の対象住宅は 2007
年調査と同じ住宅だけでなく，それ以降に住
み始めた住宅も含まれている。富山県の調査
対象地区は石川県側から射水市までとした。
また，先の調査に準じて線路から 150m まで
の住宅を対象としているが，住宅から線路ま
での直線距離間に他の住宅など障害物がな
い場合は最大 210m まで調査対象内とした。
配布数は 1,980 件であり，回収数は 1,022 件
（回収率 51.6%）であった。調査手法は配布
と回収ともに郵送法により行った。また，調
査は「生活環境に関するアンケート調査」と
して行っている。主な質問項目は住宅や地域
環境，交通機関，生活習慣，個人要因からな
り，10 項目 43 質問で構成されている。	
	 回答者の住宅構造は約 90%が木造であり，
鉄骨造が 6%，鉄筋コンクリート造と混構造が
1%程度であった（図 1）。これは開通前の 2007
年の事前調査時（以下，事前調査とする）と
ほぼ同様の結果である。居間の窓（図 2）を
築年数ごとにみると，二重ガラスの占める割
合は 10 年以下の住宅では 87%であり，10 年
から 20 年の間では 64%であったことから，二
重ガラス以上の複層ガラス化がこの 20 年で
急激に進んでいることが窺える。住宅の満足
度は満足側の回答者の方が約 40%であり，不
満側の 10 数%に比べて多い。また，データを
総合的にみると事前調査と比べても大きな
違いは見られなかった（図 3）。石川県と富山
県の両居住者とも地域の好感度は好ましい
側の回答割合が高く，70%程度を占めた（図 4）。
男性の回答者の方が 56%で女性よりもやや多
い結果は事前調査と同じ結果であるが，50 代



以上が 80%を占め，事前調査よりも今回の調
査の方が高齢者よりの回答が多い結果であ
った（図 5）。	

	 アンケート回答者の住宅での騒音曝露量
は長倉の予測評価手法と実測値を用いて推
計した。予測式には高架高さなどの北陸新幹
線鉄道の諸条件を当てはめ，基準点 25m にお
ける予測値と実測値の差を補正値として適
用し，各住宅の騒音曝露量とした。実測調査
は石川県と富山県における北陸新幹線鉄道
沿線地域を 11 区分し，12.5m から 100m の範
囲で測定点を設け，それぞれの測定点にサウ
ンドレベルメータ（RION	NL-31,32,42,62）
と振動レベル計（RION	VM-53,55）を設置し，
上りと下りの列車 5本程度ずつの記録をデー
タレコーダ（RION	DA-20）にて 2017 年 5 月
に行った。	
	 騒音のアノイアンスに関する質問文は国
際標準尺度（5 段階尺度）と質問文により構
成した。最大騒音レベル（LA,Smax）を横軸にと
り，縦軸の反応にはそれら曝露レベル区分に
おける回答割合として%	highly	annoyed を用
いた（図 6）。ここで，%	highly	annoyed と
は５段階の評定尺度のうち上位１カテゴリ
と，上位１と２カテゴリのいずれかを選択し
た割合の平均値とした。“Ctrl”は新幹線鉄
道騒音の影響がほぼない地域（金沢駅以南）
における居住者の回答である。在来鉄道が並
走している地域は新幹線鉄道の車速
（175km/h）でも分類した。LA,Smaxでは 65-70dB
の範囲，Lden では 47-52dB の範囲において明
らかに在来鉄道が並行して運行していない
地域の反応は高く，車速分類による反応の違
いはみられなかった。会話妨害はどの条件も
騒音レベルの大きさに関わらず反応が小さ
い結果であった。在来鉄道のない地域の就眠
妨害感は反応が高く，47-49dB の範囲で 12.7%，
50-52dB の範囲で 16.7%であった。	
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図 1 住宅構造 
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図 2 築年数と居間の窓ガラス特性 

図 3 住宅の満足度 
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図 4 地域好感度 

図 5 個人要因の集計結果 
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図 6 LA,Smax と騒音アノイアンスの関係 
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図 7 Lden と会話妨害の関係 

 

図 8 Lden と就眠妨害の関係 

 



4.2 実験	
a)	実験概要	
	 実験は本校の複合環境調整設備にて行っ
た。この設備は内寸が W2.8×D2.8×H2.5[m]
の簡易無響室である。中には鉛直方向と水平
方向の 2方向の振動を同時発振できる振動台
（サンエス	ST2DV-9K-12L2-2T）が設置され
ている。また，騒音を発生させるためのスピ
ーカ（ECLIPSE	TD508MK3）２台が実験参加者
の前方に設置されている。実験参加者は健常
な聴力を有した男性 10 名，女性 10 名の計 20
名（18 歳〜22 歳）である。生活活動への影
響を検討するために，本実験では読書と思考
（計算）の 2つの作業を実験参加者に実施し
てもらった。1 つの刺激時間が短いため，読
書は簡単に読める雑誌を幾つか用意し，好き
なものを読んでもらった。計算は 2 桁×2 桁
のかけ算を繰り返すこととした。	
b)	刺激	
	 実験に使用する刺激は北陸新幹線鉄道の
沿線で実測した騒音と振動を調整して提示
した。	
	 1 編成の通過に伴う騒音レベルの立ち上が
りから終わりまでの時間が 20 秒程度であっ
たため，1 つの刺激提示時間は 30 秒とした。
騒音刺激は実験参加者の耳の位置において，
ピークレベルが 50，60，70dB となるように
設定し，振動刺激は鉛直方向のみとして，振
動なしとピーク振動レベル 65，75dB の 3 段
階とした。これら計 9種類の刺激を組み合わ
せて 5パタン作成し，実験参加者によってあ
る程度異なる順番で提示した。	
c)	実験手順	
	 実験室に入室後，実験の概要を説明し，振
動台に座って個人属性に関するアンケート
に回答してもらった。説明では作業中に新幹
線鉄道通過による音と振動が刺激として提
示されることを教示した。次に，実験参加者
間共通で読書，計算という順番で作業に取り
掛かり，それぞれ最初に練習そして 9刺激と
いう 10 回を計 20 回体験してもらった。それ
ぞれの刺激の後には騒音のやかましさ，振動
の知覚，作業の妨害感に関する評価を 5段階
評価してもらった。	
d)	読書作業の結果	
	 図 9は読書中に受けた刺激に対する新幹線
鉄道の騒音のやかましさ，振動の知覚度，読
書作業の妨害感の平均値と標準偏差である。
有意差は Tukey の多重比較により検討した。	
やかましさの評価に関しては，振動刺激の大
小による評価の違いは見られず，提示した騒
音レベルが大きい方が評価も高い結果が得
られた。振動の知覚に関しても同じ振動刺激
であれば評価は同程度であり，振動レベル間
の知覚評価には有意差が見られた。読書の妨
害感に関しては，騒音レベル 50dB と 60dB 内
で振動刺激が大きい方が妨害感は高い傾向
が示され，騒音刺激 50dB においては振動な
しと 75dB，振動 65dB と 75dB の間に，騒音刺
激 60dB においては振動なしと 75dB の間に有

意差が見られた。一方，騒音刺激 70dB 内で
は振動刺激の大小による妨害感の差は有意
ではなかった。	

図 9 読書作業の評価結果（上：やかましさ，中：振動

知覚，下：妨害感） *: p<0.05, **: p<0.01	
	
e)	思考（計算）作業	
	 図 10 は思考作業として計算中の騒音と振
動の評価結果を示している。	
やかましさ評価は読書の場合と同様に，振動
刺激の大小による評価の違いは見られなか
った。振動の知覚評価ではどの騒音刺激時で
も振動なしと 75dB の間には有意差が見られ
たが，騒音刺激 60dB と 70dB において振動な
しと 65dB の間には有意差は見られなかった。
思考妨害に関しては，騒音刺激 50dB におい
て，振動なしあるいは 65dB と 75dB の間に有
意差が見られ，同じ騒音レベルでも振動刺激
が大きい方が妨害感は高いという結果が示
された。騒音刺激 70dB においてもその傾向
は見られたが，有意差は示されなかった。	
読書作業と比べて，思考作業の方が各種評価
は小さい傾向が見られたが，これは作業へ集
中できた深度によるものと考えられる。	
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図 10 思考（計算）作業の評価結果（上：やかましさ，

中：振動知覚，下：妨害感） *: p<0.05, **: p<0.01	
	
4.3	結論	
	 騒音のアノイアンスについては，2016 年調
査及び 2013 年の長野調査を全体的にみると
特定のレベル区間で 2016 年調査の方が反応
は高い傾向がみられたが，在来鉄道の有無と
車速で分類した回答者群の比較により既設
在来鉄道の有無が反応に大きく影響してい
ることが示された。オッズ比でみた場合もそ
の影響は有意であり，敏感さの影響も有意で
あることが示された。生活活動妨害では在来
鉄道が並走している地域の回答はどの妨害
感においても騒音レベルによる反応は小さ
い結果であり，在来鉄道のない地域では騒音
レベルと妨害感の高低に関連がいくつかみ
られた。特に就眠妨害や窓を開けられない不
満との対応が強い傾向が示され，新幹線鉄道
の運行時間帯の影響や在来鉄道の有無によ
る生活習慣の違いが影響している可能性が
示された。	
	 新幹線鉄道からの騒音と振動が生活活動
に相乗的に影響する可能性について実験的
に検証した。やかましさや振動の知覚に関し
ては，相互に影響を及ぼす傾向は見られず個
別の評価として得られていることを確認で
きた。妨害感に関しては，読書と計算ともに
騒音刺激 70dB という高い騒音レベル環境下
では振動による相乗効果は見られなかった

が，読書では騒音刺激 50dB と 60dB，計算で
は 50dB の環境下において振動なしよりも振
動 75dB を提示した方が妨害感は高く，相乗
効果が生じることを確認した。	
	 今回は鉛直方向のみの振動刺激としたが，
水平方向が加わった場合の振動知覚や妨害
感への影響を検討したり，他の活動に伴う影
響についても検討することが今後の課題で
ある。	
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